公益社団法人　自動車技術会　関東支部学生自動車研究会
第二回　学自研学生委員会　議事録
2016年5月28日
文責：筑波大学　朴木
1. 概要
日　時：2016年5月28日（土）14:00～16:00
場　所：工学院大学　新宿キャンパス
参加者：　神奈川工科大学　田中・山田
　　　　　工学院大学　中島
　　　　　芝浦工業大学　大河原　
　　　　　千葉大学　浅川　
　　　　　中央大学　奥原
　　　　　筑波大学　朴木
　　　　　東京農工大学　丸山
　　　　　日本大学生産工　井上・千葉・野口・野澤　　
　　　　　日本大学理工　安居院・松園　
　　　　　明治大学　星野
　　　　　横浜国立大学　井畑・植村・加納・亀井
　　　　　理事　伊藤・加藤・佐藤・鈴木　
　　　　　OP　足立　只野　知振　中山　皆川　
 (大学名50音順・敬称略)
2. 配布資料
　　・2016年度第2回学生委員会事前資料
    ・2016年度学自研企画リスト20160501
　　・【企画書草案】二輪車研修
3. 議題
3.1提出済企画の進捗報告 
　　・トヨタ自動車試作車両講演会
・担当の引き継ぎが出来ていないため，一旦企画を停止に．トヨタの担当者様からの再度のご連絡来次第動けるようにしておく．
3.2 未提出企画の企画検討
　　・ドライビングシミュレータ見学会

現状まとめ
1. 神奈川工科大はDSの調整のため見学が難しい
2. 日大生産は設置場所移動のため，見学が出来ても８月以降になる
3. 農工大は今のところ見学可能
→8月以降に日大生産，農工大を短期間（1，2か月以内のスパン）でスケジュールを組んで企画書作成．
　　　・可能ならばJARI-ARVの企画と連携してDS見学・体験を行っていく．
　　・二輪安全研修
　　　・企画書草案は配布資料参照
・早いうちに企業に連絡し，早めに日程を確定したい．（できるだけ参加学生が多くなる時期かつバイクが乗りやすい気候に時期に日程を設定したい）
3.3 新企画調査報告及び企画検討
　　・JARI-ARVを運転体験→次回委員会までに企画書の作成
　　　・ARVの運転体験もしくはDS車両の見学を考えている
　　　・ARVを体験することで何が得られるのか．通常の環境との違和感を確認するだけでは，ただ見るだけ乗るだけで終わってしまう
　　　・通常のDSとARVで比較をするならば，どこに焦点を当てるべきなのか．その内容によって企画に意義を持たせることができる
　　・いろいろなメーカーの車のボディ設計講演会を聴講→次回委員会までに企画書の作成
　　　・日産，スバル，マツダの講演会を考えている
　　　・講演会に呼ぶ企業の方は，ボディ担当者が望ましい
　　　・メーカー各社に依頼してしまうと，お互いを牽制してしまい，得られる情報が限られることが予想される
　　　・ある特定のシャシを共有して開発する最近の開発（プラットフォーム共有化）と，1台1台別でやっていた時代と何が違うのか
　　　・以上を踏まえ，企画の焦点を明確にする必要がある
　　
次項へつづく
・企業のテストコースや性能・耐久試験の体験・見学→次回委員会までに企画書の作成
　　　・耐久試験については保留
　　　・依頼先として無限，横浜ゴム，SHOWAを考えている
　　　・自動車メーカーのテストコースは多少可能性がある．開発段階の車両をその時だけ見えない場所へ移動すれば良いため．サプライヤーのテストコースは，メーカーに公開の確認をする必要があるため，多少手続きが複雑になる．
　　　・横浜ゴム等は研究開発とテストコースと工場の場所がそれぞれ異なるため，それぞれの要素を結びつけにくい．また，技術者の講演などを依頼する際にはどこを聞きたいのか，内容を考える必要がある
・トラック・バス等工場見学会→今回のフィードバックを踏まえて企画書をブラッシュアップ
・担当者の欠席のため，他の企画（ZMP自動運転車両に乗車体験，レースオフィシャルの手伝い・体験）に関しては次回委員会にて検討を行う
4. 次回委員会開催日程
日時：6月25日(土) 14:00~16:00
会場：日本大学理工学部駿河台キャンパス
